
平
成
三
年
政
令
第
二
百
十
六
号

新
幹
線
鉄
道
に
係
る
鉄
道
施
設
の
譲
渡
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
新
幹
線
鉄
道
に
係
る
鉄
道
施
設
の
譲
渡
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
条
第

二
項
第
四
号
、
第
五
条
第
三
項
並
び
に
附
則
第
三
条
第
三

項
及
び
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。

（
新
幹
線
鉄
道
施
設
の
対
価
の
支
払
方
法
）

第
一
条
　
新
幹
線
鉄
道
に
係
る
鉄
道
施
設
の
譲
渡
等
に
関

す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
項

第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
半
年
賦
支
払
の
方
法
は
、
支

払
期
間
を
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
新
幹
線
鉄
道
に
係

る
鉄
道
施
設
（
以
下
「
新
幹
線
鉄
道
施
設
」
と
い
う
。
）

の
譲
渡
が
実
施
さ
れ
る
期
日
（
以
下
「
譲
渡
実
施
期

日
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
譲
渡
実
施
期
日
か
ら
起
算
し

て
六
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
と
し
、
半
年
賦

金
と
し
て
次
に
掲
げ
る
額
（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

以
後
の
期
間
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
及
び

第
四
号
に
掲
げ
る
額
）
の
合
計
額
を
支
払
う
方
法
と
す

る
。

一
　
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
幹
線
鉄
道
保

有
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の
解
散
の
時

に
お
い
て
機
構
か
ら
鉄
道
整
備
基
金
（
以
下
「
基

金
」
と
い
う
。
）
に
承
継
さ
れ
る
債
務
（
以
下
「
承

継
債
務
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
イ
に
掲
げ
る
も
の
の

額
を
元
本
と
し
、
支
払
期
間
を
ロ
に
掲
げ
る
期
間
と

し
、
利
率
を
ハ
に
掲
げ
る
率
と
す
る
元
利
均
等
半
年

賦
支
払
の
方
法
に
よ
り
基
金
の
各
事
業
年
度
ご
と
に

算
定
さ
れ
る
半
年
賦
金
に
相
当
す
る
額
を
、
法
第
三

条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
運
輸
大
臣
が
各
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
（
法
第
二
条
に
規
定
す
る
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
ご
と
に
定
め

る
割
合
（
以
下
「
譲
渡
価
額
配
分
割
合
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
配
分
す
る
額

イ
　
次
号
に
規
定
す
る
債
務
以
外
の
承
継
債
務
（
当

該
承
継
債
務
の
償
還
及
び
当
該
承
継
債
務
に
係
る

利
子
の
支
払
に
係
る
借
入
れ
に
係
る
債
務
を
含

む
。
）
で
あ
っ
て
基
金
が
当
該
事
業
年
度
の
開
始

の
日
に
お
い
て
負
担
し
て
い
る
も
の

ロ
　
当
該
事
業
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
平
成
二
十
九

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

ハ
　
イ
に
掲
げ
る
承
継
債
務
の
平
均
利
率
（
当
該
事

業
年
度
の
当
該
承
継
債
務
に
係
る
利
子
の
額
を
当

該
承
継
債
務
の
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。
）

に
相
当
す
る
率

二
　
鉄
道
整
備
基
金
法
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
六

号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
金
が
承
継

す
る
債
務
の
額
を
元
本
と
し
、
支
払
期
間
を
譲
渡
実

施
期
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

期
間
と
し
、
利
率
を
年
六
・
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す

る
元
利
均
等
半
年
賦
支
払
の
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ

る
半
年
賦
金
に
相
当
す
る
額
を
、
譲
渡
価
額
配
分
割

合
に
よ
り
配
分
す
る
額

三
　
法
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
機
構
の
保

有
す
る
す
べ
て
の
新
幹
線
鉄
道
施
設
の
再
調
達
価
額

と
し
て
機
構
が
決
定
す
る
価
額
か
ら
承
継
債
務
の
額

を
減
じ
て
得
た
額
を
元
本
と
し
、
支
払
期
間
を
譲
渡

実
施
期
日
か
ら
、
譲
渡
実
施
期
日
か
ら
起
算
し
て
六

十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
と
し
、
利
率
を
年

六
・
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
元
利
均
等
半
年
賦
支

払
の
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
半
年
賦
金
に
相
当
す

る
額
を
、
譲
渡
価
額
配
分
割
合
に
よ
り
配
分
す
る
額

四
　
基
金
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
鉄
道
整
備
基
金
法

附
則
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
に
要
す
る
租

税
、
管
理
費
及
び
鉄
道
整
備
基
金
債
券
に
係
る
債
券

発
行
費
（
以
下
「
租
税
等
」
と
い
う
。
）
の
合
計
額

に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
平
成
三
年
度
及
び

平
成
六
十
三
年
度
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該

租
税
等
の
合
計
額
）
を
、
譲
渡
価
額
配
分
割
合
、
当

該
租
税
等
の
う
ち
各
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
新
幹
線

鉄
道
施
設
に
密
接
に
関
連
す
る
費
用
の
額
等
を
勘
案

し
て
運
輸
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
各
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
ご
と
に
配
分
す
る
額

（
機
構
の
解
散
の
登
記
の
嘱
託
等
）

第
二
条
　
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
解
散

し
た
と
き
は
、
運
輸
大
臣
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
解
散

の
登
記
を
登
記
所
に
嘱
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
登
記
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
嘱
託
に
係
る
解
散

の
登
記
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
登
記
用
紙
を
閉
鎖
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
割
合

は
、
二
分
の
一
と
す
る
。

２
　
機
構
の
平
成
三
年
四
月
一
日
に
始
ま
る
事
業
年
度
に

お
け
る
新
幹
線
鉄
道
保
有
機
構
法
（
昭
和
六
十
一
年
法

律
第
八
十
九
号
）
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
新
幹
線
鉄
道
保
有
機
構
法

施
行
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
附
則
第
二

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中

「
二
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
四
分
の
一
」
と
、
同
項

第
二
号
イ
中
「
掲
げ
る
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る

額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
」
と
す
る
。

３
　
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
新
幹
線
鉄
道
施
設
の
譲
渡

に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十

九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
十
八
条
の
政
令
で
定
め
る

法
人
と
み
な
し
て
、
同
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４
　
日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
等
施
行
法
の
施
行
に
伴
う
経

過
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
五

十
三
号
。
以
下
「
経
過
措
置
等
政
令
」
と
い
う
。
）
第

五
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

解
散
前
の
機
構
（
以
下
「
旧
機
構
」
と
い
う
。
）
に
対

し
て
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第

三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管

理
者
が
し
た
許
可
に
基
づ
く
も
の
と
み
な
さ
れ
た
占
用

は
、
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
占
用
に
係
る
新
幹

線
鉄
道
施
設
を
譲
り
受
け
た
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
対

し
て
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
道
路
管
理
者
が
し
た
許
可
に
基
づ
く
占
用
と
み

な
す
。

５
　
経
過
措
置
等
政
令
第
五
条
又
は
第
八
条
第
十
項
の
規

定
に
よ
り
旧
機
構
に
対
し
て
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年

法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
り
河
川
管
理
者
が

し
た
許
可
に
基
づ
く
も
の
と
み
な
さ
れ
た
占
用
及
び
旧

機
構
に
対
し
て
同
法
の
規
定
に
よ
り
河
川
管
理
者
が
し

た
許
可
に
基
づ
く
占
用
は
、
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り

当
該
占
用
に
係
る
新
幹
線
鉄
道
施
設
を
譲
り
受
け
た
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
河
川
法
の
規
定
に
よ
り
河

川
管
理
者
が
し
た
許
可
に
基
づ
く
占
用
と
み
な
す
。

６
　
経
過
措
置
等
政
令
第
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
旧

機
構
に
対
し
て
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七

十
九
号
）
の
規
定
に
よ
り
公
共
下
水
道
管
理
者
又
は
都

市
下
水
路
管
理
者
が
し
た
許
可
に
基
づ
く
も
の
と
み
な

さ
れ
た
行
為
は
、
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
行
為

に
係
る
新
幹
線
鉄
道
施
設
を
譲
り
受
け
た
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
に
対
し
て
下
水
道
法
の
規
定
に
よ
り
公
共
下
水

道
管
理
者
又
は
都
市
下
水
路
管
理
者
が
し
た
許
可
に
基

づ
く
行
為
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
九
月
二
五
日
政
令
第
三
〇

四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
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